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記録的な大雪が降り除雪作業に追われた冬でした

が、３月に入って暖かい日が増え、少しずつ春に向

かっているのを感じます。

外出できない日が続きますが、その中でも季節の

移り変わりを感じていただけるよう、今後も感染対

策を行いながら工夫してイベントを行って参ります。

２月・３月は季節に合わせたイベントを行っていますが、昨年に引き続き新型コロナウ

イルス感染症対策のため、例年と同様の形で実施することは叶いませんでした。

なかなかコロナウイルスの流行が収まらない状況ではありますが、皆様に楽しんでいた

だけるよう感染対策に十分留意しながら実施させていただきましたので、今回はそのご

様子をお伝えしたいと思います。

２月１１日、握り寿司を提供いたしました。事前にご利用者様にネタ

の希望を伺い、できる限り対応させていただいています。

お寿司は皆様が楽しみにされているメニューのひとつであり、厨房ス

タッフも張り切って握っていました。「美味しかった！」「久しぶり

にお寿司が食べられて嬉しい！」と皆様大満足のご様子でした。

握り寿司

２月３日節分の日には、毎年恒例の豆まきを行いました。

職員手作りの鬼の口に、豆に見立てたボールを入れていただきます。

「よく出来てるね」と鬼の被り物と写真撮影をしてくださる方も。

また、この日の昼食は皆様に福が訪れますよう願いを込めて恵方巻を

提供いたしました。

３月３日はひな祭り。今年も各フロアに飾られたひな人形に

「もうこんな季節だね」「立派だね、綺麗だな～」とご利用者様も笑

顔でお話しされていました。

感染症対策のためレクリエーションはできませんでしたが、

おやつの時間には甘酒と桜のロールケーキをお召し上がりいただき、

ささやかながら春の訪れを感じることができました。


